
　芦屋市立打出浜小学校は、2021年
２月から、ＩＣＴ活用に関する校内研
修をスタートさせた。授業研究推進
部が中心となり、まず２月と３月に、
端末やソフトの操作方法と授業での
活用例を説明。３月末までに全教員
が授業で試行し、その過程で出てき
た疑問や課題については、５月に校
内研修を実施して解消を図った。以
降、毎月行う「授業研究推進部会」で、
低・中・高学年が持ち回りでＩＣＴの
活用事例を報告し合い、学校全体で
共有している。
　浦山佳代校長は、全教員で協力し
てＩＣＴ活用を進めてきたと語る。
　「当初、教員間のＩＣＴ活用に関す
る意識やスキルには差がありました
が、ＩＣＴを活用した授業づくりは、
ほぼ全員が未経験だったため、学校
全体で足並みをそろえて研修に取り
組みました。ＩＣＴの操作が不慣れ
で尻込みしがちな教員には、『まずは

使ってみましょう』と、私からも声
をかけていきました」
　芦屋市教育委員会（以下、市教委）
からは、ＩＣＴ支援員・ＧＩＧＡスクー
ルサポーター（以下、サポーター）
が派遣され、月４回来校する。そこで、
2021年度１学期は、サポーターの来
校日を「全クラスがＩＣＴを活用する
日」とした。１・２時限目は低学年、３・
４時限目は中学年、５・６時限目は高
学年というように、サポーターが支
援に入る時間帯を割り振り、授業中
は必ずサポーターの支援を受けられ
る体制とした。授業研究推進部長の
梅本健太先生は次のように語る。
　「ＩＣＴは、あくまでも学習ツール
であり、活用自体が目的ではありま
せん。ただ最初は、教員と子どもが
授業での活用に慣れることが大切だ
と考え、あえて活用日を設けました。
その結果、１学期末までにどのクラ
スでも、何らかの形で活用ができる
ようになりました」
　「総合的な学習の時間」でのまとめ
の活動では、必ずＩＣＴを使用すると
決めた学年や、１人１コマはＩＣＴを

活用した授業を教員間で見合うよう
にした学年もあるという。
　市教委が作成した「芦屋市立小中
学校学習用端末利活用授業実践事例
集」（P.22コラム参照）も、授業づ
くりによく活用してきた。各学校の
ＩＣＴ活用事例が、教科・単元・使用
ソフト・活動内容・成果についてま
とめられており、全教員がいつでも
校務用パソコンで閲覧できる。
　市教委が主催する「授業改善部会」

設立  1982（昭和 57）年　学級数  21 学級（うち特別支援学級３）　児童数  490 人学校概要

学習者用端末　タブレット型
通信環境　無線 LAN
その他の ICT 機器　大型モニター、実物投影機　
導入ソフト　ミライシード　
ICT 担当教員数　２人（情報担当）　

ICT校内研修　年２〜３回
ICT 支援員・GIGA スクールサポーター　月４回
家庭への持ち帰り　全学年（平日、休日、長期休
業中）

ICT環境
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低・中・高学年が持ち回りでＩＣＴ活用事例を報告したり、全クラスがＩＣＴを活用する日を
設定したりして、全教員でＩＣＴ活用を推進している芦屋市立打出浜小学校。
協働学習ソフトの活用によって、子ども同士の意見交流がクラス全体で活発に
行われるようになった。自分とは異なる考えを知ることは、新たな疑問を生むきっかけとなり、
知的好奇心が喚起され、主体的に学習する意欲の高まりにつながっている。

事例 4
小学校

校長

浦山佳代
うらやま・かよ

同校に赴任して２年目。

情報教育部長

渡邉菜摘
わたなべ・なつみ

同校に赴任して２年目。
６学年担任。

授業研究推進部長

梅本健太
うめもと・けんた

同校に赴任して３年目。
６学年担任。

事例 5
小学校

ＩＣＴ支援員の来校日を
ＩＣＴ活用日として、定着を図る

ＩＣＴ活用の校内推進体制

授業支援ソフト

協働学習ソフト

ＩＣＴ支援員

デジタルドリル
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と「タブレット活用研究部会」には梅
本先生と情報教育部長の渡邉菜摘先
生が参加し、そこで得た他校の活用
事例などの情報を校内に広めている。
また、市教委が市のサーバーに設置し
た各部会の共有フォルダで、指導案や
教材などを他校の教員とデータ共有
できる仕組みも役立っているという。
　「オンライン会議の利用によって、
困った時に他校の教員にいつでも相
談できるのは安心ですね」（渡邉先生）

　２学期の段階で、全教員が授業で
ＩＣＴを活用するようになっており、
ノートを撮影して提出するといった
利用も含めると、活用状況は授業全
体の約８割に上っている。
　６学年担任の渡邉先生は、理科の
「火山活動と地震」の授業で、４人グ
ループでの調べ学習を行った。「火山・
地震による大地の変化、災害」「災害
への備え」など、各グループにテー
マを割りあて、メンバーが個々にイ
ンターネットで調べた内容を授業支
援ソフトでグループ内に共有。プレ
ゼンテーションソフトに要点をまと
め、クラス全体に発表した。
　「子どもには、疑問があればすぐに
インターネットで調べるように指導
しています。何度も検索するうちに、
情報が信頼でき、分かりやすいサイト
を探すなど、自分なりの調べ方をする
ようになっていきます」（渡邉先生）
　６学年担任の梅本先生は、社会科
の授業で単元の導入時に、子どもの学
習意欲を喚起するためにＩＣＴをよく
活用している。まず梅本先生が、そ
の単元の鍵となる資料を学習者用端
末に配信。子どもは、それを見て気
づいたことや考えたことを、協働学
習ソフトでテキスト入力して提出す

る。そうして集まった文章から、キー
ワード集計機能を使って頻度の高い
キーワードを抽出。それらをクラス
全員で共有しながら単元の課題を見
いだし、それを切り口にその後の授
業を展開する（図１）。資料が写真・
絵画の場合は、気になる箇所にスタ
ンプを入力し、スタンプ集計機能で
関心や疑問の多い箇所を確認する。
　「子どもの関心や疑問を可視化し、
それを基に授業を展開することで、
『知りたい！』という意欲が喚起され、
主体的な学習につながっています。
これまでは、よく発言する子どもが
授業の中心になりやすかったのです
が、普段発言しない子どもの意見を
意図的に取り上げられるようになっ
たことで、子どもの授業への参画意
識が高まっています」（梅本先生）
　以前は、「友だちと交流しよう」「他

人の意見を参考にしよう」と活動を
促しても、交流の相手は隣や前後の
席の子どもに限られていたが、協働
学習ソフトを使えば、クラス全員の
意見を一覧表示で確認できるため、
多様な意見に触れる機会が増えた。
　「これまで、グループワークを行っ
ても、授業の振り返りシートにはほ
かの人の意見を踏まえた感想はほと
んど見られませんでした。しかし、
協働学習ソフトを使い始めてからは、
『Ａさんの考えを知り、私はこう考え
た』など、他者の意見を踏まえた感
想や気づきが増えています。ＩＣＴ活
用によって、グループワークよりも
さらに多様な考えに触れられるよう
になり、自分の考えを多角的・多面
的に捉えられるようになっていると
感じています」（梅本先生）
　学習評価にもＩＣＴを活用してい

＊　「オクリンク」の基本機能で、文字や絵などを書き込めるドキュメント。

協働学習でのＩＣＴ活用例図１

６年生  社会科　単元の導入での活用

●❶親藩・譜代・外様大名が配置された江戸時代の日本地図を学習者用端末に配信。
●❷子どもは大名の配置図を見て気づいたことをテキスト入力して、指導者用端末に送信。
●❸教員がキーワード集計機能を使い、提出された気づきの文章から数多く入力されたキー
ワードを抽出し、大型モニターに投影（写真）。

●❹キーワードをクラス全員で読み解きながら、外様大名が九州地方に多いこと、江戸・
大坂などの要地が幕府の直轄になって
いること、東日本に親藩や譜代大名な
ど徳川家と親密な関係にある大名が配
置されていることを確認。

●❺それらの気づきを踏まえ、「なぜ、この
ような配置になっているのかな？」と
子どもに問いかけ、その後の授業を展
開する。

６年生  国語科　意見交流での活用

●❶映画監督の高畑勲氏が書いた鳥獣戯画についての評論を読んだ後、教科書に掲載され
ていない鳥獣戯画の資料を学習者用端末に配信。

●❷資料を見て気づいたことを、グループで1つの鑑賞文にまとめ、「オクリンク」のカー
ド＊にテキスト入力したら、クラス全員に送信。

●❸他グループの鑑賞文を読み、気になったグループの鑑賞文に対する感想をカードに入
力し、相手のグループに返信。

●❹一連の活動を踏まえて、授業の振り返りをワークシートに入力。

※打出浜小学校への取材を基に編集部で作成。

使用アプリ「ムーブノート」

使用アプリ「オクリンク」
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単元導入時に関心や疑問を
キーワード集計し、意欲を喚起

授業でのＩＣＴ活用
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る。例えば、子どもが端末で撮影し
て提出した振り返りの内容を、通知
表の作成時に見返して、所見欄を書
くこともできるようになった。
　「家庭でのデジタルドリルの取り組
み状況を確認し、正解するまで何度
も解き直しているなど、一人ひとり
の努力を見取り、『主体的に学習に取
り組む態度』の評価材料の１つにし
ています」（渡邉先生）

　同校では、端末の家庭への持ち帰
りを全学年で実施。学校では実施が
難しい課題に取り組んでいる。
　例えば、英語科では、英語の発音練
習を専用ソフトで行う宿題を課した。
英単語の発音の巧拙をＡＩが瞬時に判
定してくれるため、より静かな環境で
練習できる家庭学習に向いているか
らだ。また、コロナ禍で実施できて
いなかった調理実習（写真）や、リコー
ダーの演奏を録画し、振り返りとと
もに端末から提出する形式とした。
　夏季休業中の宿題は、６年生で、紙
のドリルを従来の半分の量にし、残
り半分はＡＩ機能を搭載したデジタル
ドリルに変えた。
　「デジタルドリルは、間違えた問題
に何度でも取り組めますし、解答と
ともに解説が自動表示されるのが利
点です。紙のドリルでは正誤だけを

確認し、解説まで読まない子どもが
いますが、デジタルドリルの場合、
自然と解説まで読み、間違えた問題
の理解につながります。テスト前に
は、デジタルドリルで復習をする子
どもも増えました」（梅本先生）

　家庭への持ち帰りで増えそうな端
末に関するトラブルを未然に防ぐた
め、６年生では「情報モラル講座」を
実施した。事前に、ＩＣＴ利用に関す
る質問を子どもから集め、それらの回
答を教員とサポーターで検討。講座当
日はサポーターが各教室を回り、子ど
もからの質問に答える形で情報モラ
ルやマナーを学ぶ機会とした（図２）。
　「『なぜ、ソフトを自分で入れては
いけないの？』といった子どもたち
からの質問に、サポーターは、的確に、
分かりやすい言葉で答えてくれまし
た。子どもは自分たちの疑問への答え
だったので、高い関心を持って聴いて
いました。教員ではなく、ＩＣＴに詳
しい人からの回答というのも、説得
力を増したようです」（渡邉先生）

　ＩＣＴの活用によって、子どもの学

びに向かう力は高まっている。特に、
授業支援ソフトや協働学習ソフトの
活用によって、教員と子どもとのコ
ミュニケーションが密になるととも
に、授業中の子ども同士の意見交流
も活発になった。そこから新たな疑
問を抱くようになり、子どもが自ら、
「自分はこれを調べてみる」と言って、
問題解決の方法を模索する姿も見ら
れるようになった。
　今後の課題は、主体的な学習への
ＩＣＴの活用だ。子どもは、新しいも
のに適応するのが早く、学級会の司
会の原稿や、鬼ごっこのルールなど
を端末で作成して、クラス内で共有
するといった活用も行っている。そ
うした主体的なＩＣＴの活用を学習で
も行えるようにしたいと考えている。
　「ノートや鉛筆のように、端末を文
房具の１つとして自然に使いこなす
姿勢を育むためには、教員自身がま
ず、ＩＣＴの利便性や学びにおける有
効性を実感することが大切だと考え
ています。実践事例の共有や校内研
修などを通じて、ＩＣＴスキルの向上
と、質の高い授業づくりに努めてい
きます」（梅本先生）
　浦山校長は展望を次のように語る。
　「ＩＣＴは直感的に操作できること
が多いため、学習が苦手な子どもで
も学習に取り組みやすいという利点
があると感じます。自ら課題を見つ
けて解決する力を育むために、ＩＣＴ
をどのように活用していくのかを先
生方と模索していきます」

情報モラル講座   子どもの質問と、サポーターの回答（例）図２

質問　インターネットで検索する時に、なぜフィルタリングがかかるのですか？
回答　皆さんを守るためです。インターネットは知りたいことをすぐに調べることができ

るなど、よい点がたくさんあります。でも、危険なサイトがあったり、悪いウイルス
が侵入してきてしまったりする危険性があります。そうならないように、フィルタ
リングという規制をかけているのです。不便に感じることがあるかもしれませんが、
それは皆さんを守るためのものなので、安心してタブレットを使ってくださいね。

※打出浜小学校の提供資料を基に編集部で作成。
▲写真　調理実習の宿題は、家で作った料理を端
末で撮影。振り返りとして「よくできたところ、
改善点、次に作りたいもの」を入力して提出した。
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学校では実施困難な課題や
デジタルドリルは家庭で

端末の家庭への持ち帰り

サポーターが子どもの疑問に
答える形で関心を高める

情報モラル教育

端末を学習ツールの１つとして、
自ら使いこなせるように

成果と展望
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　市教委がＩＣＴ活用に関する情報収集の要として重視して

いるのは、サポーターだ。３人のサポーターが１人あたり３

〜４校を担当。各学校に月４回訪問し、教員の教材作成を支

援したり、写真の撮り方やデータの整理の仕方など、児童生

徒の端末操作をサポートしたりしている。

　市教委と３人のサポーターが隔週で行う会議では、各学校

の実践や情報モラル教育の方針などを共有。そうした情報が

トラブル防止につながっていると、尾上昌希主査は説明する。

　「例えば、子ども同士で学習とは全く関係ないコメントを

送り合ったり、こっそりゲームで遊んだりしているといった

不適切な端末利用の情報は、子どもにとって教員よりも気軽

に話せるサポーターの方が、子どもとの会話の中からつかめ

る場合が多いようです。その都度、サポーターには報告して

もらい、学校とも情報を共有して対策を立て、トラブル防止

に努めています」

　実際、サポーターの情報から、コメント機能に制限をかけ

たり、学習に不要なソフトを削除したりするなどの対応を

行った。市教委、教員、サポーターの連携で、健全なＩＣＴ

環境を整えている。

　教員間の情報共有は、各学校から１～３人が参加する「タ

ブレット活用研究部会」が中心となる。2021年度は、1学

期の部会で、各学校のＩＣＴ活用実践事例を共有。12月まで

に３人の部員が授業を公開し、学校を超えて参観し合った。

　教員によく活用されているのは、「芦屋市立小中学校学習

用端末利活用授業実践事例集」（下図）だ。教科・単元・使
用ソフト・活動内容・成果をまとめたもので、１学期末まで

に約200事例が集まった。授業者を明記しているため、事

例を読んだ教員が直接、授業者に問い合わせをするなど、教

員間の情報交換のきっかけにもなっている。

　端末の家庭への持ち帰りは、市内全校で実施している。あ

る中学校の数学科では、デジタルドリルで予習し、授業では

それを踏まえた協働学習を行って、思考力や表現力などを育

んでいる。また、市教委から各学校に、デジタルドリルに搭

載されている宿題配信機能を改めて紹介したところ、小・中

学校ともに活用率が上昇。家庭で端末をよく活用するように

なった影響で、調べ学習での端末利用も増えている。

　「先生方は、導入されているソフトの機能をすべて知って

いるわけではありません。便利な機能を紹介すれば、すぐに

活用してくれます。知識の習得は家庭で行い、授業では習得

した知識を活用する活動で学びを深めるといったように、学

校と家庭における学習の連続性を意識した取り組みを追究

していきます」（尾上主査）

　2学期は、１学期に比べて、協働学習ソフトの利用率が上

昇してきた。教員や児童生徒のＩＣＴスキルが高まったこと

で、児童生徒間の交流を重視した利用が活発になっている証

しだ。一方、あえて紙やホワイトボードを使うなど、場面に

応じてツールを使い分ける教員も増えている。

　「ＩＣＴ活用によって目指すのは、授業や学習の改善です。

児童生徒もＩＣＴを文房具として捉え、『ノートかタブレット

か』『図書館かインターネットか』と使い分けられるようにな

れば、さらに学習効果が高まると期待しています」（尾上主査）

●自治体概要
人口　約９万 4,000 人　面積　18.47㎢
市立学校数	 小学校８校、中学校３校　児童生徒数　6,175 人

●ＩＣＴ環境
学習者用端末　タブレット型
通信環境　無線 LAN　通信速度　１Gbps
教員向け ICT研修　年２〜３回
ICT 支援員・GIGA スクールサポーター　３人　ヘルプデスク　２人
ICTの研究会等　芦屋市教育研究部会タブレット活用研究部会（16
人）、全市立小・中学校の授業研究推進担当者、及び情報教育担
当者との担当者会（各学期に１回程度実施）

▲「芦屋市立小中学校学習用端末利活用授業実践事例集」は、各学校が
行った授業実践や、市教委が参観した授業実践をまとめたもの。同市の
教職員サイトで共有し、市内の教員は、校務用パソコンで閲覧できる。
※芦屋市教育委員会の提供資料を一部改変して掲載。
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事例5 兵庫県  芦屋市立打出浜小学校

各学校から集まった約 200の
IC T 活用実践事例を教職員サイトで共有

場面に応じた
アナログとデジタルの使い分けを大切に

芦屋市教育委員会
主査

尾上昌希 おのうえ・まさき
学力向上、ＩＣＴ利活用、図書館教育等担当。

市教委、教員、サポーターが連携し、ICT 活用の環境を整備

教育委員会 の IC T 活用推進施策
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